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「日
にっ
光
こう
脇
わき
往
おう
還
かん
」とは

　かつての館林城下町は堀と土塁に囲まれ、町外に通
じる５つの御門が設けられていました。このうち、南
の江戸口御門と北の佐野口御門を結ぶ主要道となって
いたのが「日光脇往還」です。元和３年（1617）に徳川
家康の霊柩が日光に向かう際に通った道で、江戸と日
光を結ぶ日光街道の脇街道になっていたことからこの
名称がつけられました。たくさんの店舗が道沿いに建
ち並び、城下町の商業の中心地となっていました。「日
光脇往還」は、西の太田口から城の大手門方向に向か
う「古

こ
河
が

往還」、大手門前広場から「大
おお

辻
つじ

」（城下町の中
心）を経て町の中心部を西に抜ける「竪

たつ
町
まち

の通り」とと
もに、城下町の骨格を形成する幹線道になっていまし
た。
　「日光脇往還」は現在、主要地方道前橋館林線の一
部になっています。近年では館林まつりや七夕まつり
がこの通りで行われ、江戸時代の天王祭などで賑わっ
た城下町の名残りを今に伝えています。

館林城・城下町
　館林城は、市のほぼ中央に位置する、台地上に築か
れた平城で、文明３年（1471）の文献史料に初めてそ
の名が登場します。戦国時代には、上

こう
野
ずけ

国（群馬県）の
重要拠点として位置づけられていました。江戸時代に
は、徳川四天王の一人である榊原康政が城主となって
城郭と城下町の整備に力を注ぎました。その後、徳川
綱吉や秋元家など親藩・譜代の７家の大名が城主とな
りました。江戸時代が終わると、館林城は民間に払い
下げられ、火災などもあり、その遺構の多くが失われ
てしまいました。明治時代には鉄道の開通による近代
産業の勃興とともに、館林は製粉業や織物業などの拠
点として発展し、城跡には工場の建物群が並びました。
昭和50年代から平成５年にかけて工場は移転し、現
在は市庁舎や文化施設、公園などに姿を変えて市内外
の人びとが集う場となっています。

「《日光脇往還》を歩く」の構成
　この地図は、館林市街地を南北に通る「日光
脇往還」沿いの町並みを、延宝２年（1674）の「館
林城下町絵図」※1と明治32年（1899）の「館林市
中絵入案内双

すご
六
ろく

」※2、平成29年（2017）の町並み
を記録した図面※3とで比較したものです。絵図
の上に、日光脇往還のうち台宿町通り・本町通
り・下町通り沿いの両側に並ぶ町家の屋根伏図
を重ね、外側に同じ場所の町家の連続立面図を
配置しました。「絵図」は城下町の範囲までしか
描かれていないので谷越村（現本町三・四丁目）
は確認できません。その外側に「双六」に掲載
された商家の絵を並べています。
※１延宝２年「館林城下町絵図」青山家蔵
※２裏面参照
※３�屋根伏図・連続立面図は東京電機大学（教員・学生）
の作成による

写真：「館林道見取絵図」（館林町部分）
東京国立博物館所蔵（Image:TNM Image Archives）

　文化３年（1806）、江戸幕府の道中奉行所によっ
て作成された全国の街道実測絵図「五街道分間延
絵図」（全103巻） のうちの１巻。日光脇往還は「館
林道」とも呼ばれていました。
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佐野口佐野口

五宝寺五宝寺 長良神社長良神社

熊野神社熊野神社

青梅神社青梅神社

小柳清水跡小柳清水跡

鶴生田橋鶴生田橋

館林駅館林駅

第一小学校第一小学校

第一中学校第一中学校

江戸口江戸口駅前通り駅前通り

①①

③②
④③
⑤④⑥⑤⑦⑥

⑩⑦

⑪⑧

江戸時代の堀・川・沼
江戸時代の土塁

江戸時代の道

日光脇往還
近代以降に作られた主要道路

① 館林郵便局
② 元堺屋のビル
③ 大辻
④ 群馬銀行館林支店
⑤ 町検断の門
⑥ みずほ銀行館林支店
⑦ 谷越ビル
⑧ 本町郵便局

江戸時代の日光脇往還のルートと現在の主な建造物
（町名の一部は昭和43年以前のもの）

③ ⑩ ⑪

① ②

⑫ ⑬ ⑭

④ ⑤

⑮ ⑯ ⑰

⑥ ⑦

⑲ ⑳ ㉑

⑧ ⑨ ⑱

招魂社 薬種売薬卸小売

活版印刷所

時計商

御旅店

荒物商

和洋油類卸小売商

千代の湯

料理店

呉服太物商

しるこ寿し料理店

薬種売薬店 呉服太物商

宮内省御用名産麦落雁本舗　※

料理そば店

絞油肥料商　※

茶煙草陶器砂糖商 宿屋兼料理店

水飴製造

牛肉店

菓子製造卸小売店

Ⓓ熊野神社
　かつて延命院という寺院が別当を務めた（管理してい
た）神社です。元禄８年（1695）、延命院住職が、境内地
に宝物が埋められているという夢を見たため、掘ると３
個の焼き物（甕）が出土し、これを契機にこの神社を創建
したという伝承があります。

Ⓒ不
ふ
動
どう
院
いん
参道跡

　旧不動院への参道跡です。江戸時代の
不動院は現在台宿町の長

なが

良
ら

神社となって
いて、境内には台宿町会館があります。

Ⓑ佐野口御門跡
　館林城下町の北の出入口が佐野口でした。
佐野口跡の北が下り坂で、城内外の高低差
が見られます。昭和62年（1987）に「佐野口
御門跡」の碑が建てられました。

台
だい
宿
じゅく
町
ちょう

　高台に位置し、外部の職人・行商人が住んだ「宿」が
あったことから「台宿町」と名付けられたといいます。

Ⓐ館林城惣構えの堀・土塁跡
　佐野口御門跡の東西には館林城惣構えの
堀・土塁が残ります。

○数字：�双六に記載されたもので現存する
（改修・新築含む）もの

　　：石碑／町名表示板
下図：延宝２年「館林城下町絵図」
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」

　明治32年（1899）に発行された双六です。右下
に「振出し」があり、右回りでコマを進め、中央が「上
り」です。マスは105個あり、振出しの「館林尋常
小学校」（現在の第一小学校）から、上りの「躑躅岡
公園景」（現在のつつじが岡公園）へ、旧城下町の店
舗などを経て進みます。日光脇往還沿いには56の
店舗などが描かれています。なかには現存する店
舗や建物もあり、それを見つけるのも一つの楽し
み方です。

「館林市中絵入案内双
すご
六
ろく
」に記載された日光脇往還沿いの店舗等

※は平成30年時点で現存するもの（建物は改修等で変化）
番号 町名 氏名（屋号・施設名） 職種（記載内容）
① 台宿町 舘石亭 料理店
② 台宿町 谷田川佐平 絞油肥料商　※
③ 招魂社
④ 足利町 新栄舎 活版印刷所
⑤ 足利町 新青柳勝造 しるこ寿し料理店
⑥ 足利町 櫛屋広吉 御旅店
⑦ 足利町 本島英吉 水飴製造
⑧ 足利町 橋田東次郎 和洋油類卸小売商
⑨ 足利町 花月堂 宮内省御用名産麦落雁本舗　※
⑩ 足利町 近藤儀平 千代の湯
⑪ 足利町 青柳庵六三郎 料理そば店
⑫ 足利町 加賀美三郎兵衛 薬種売薬卸小売
⑬ 足利町 伊藤保三郎 呉服太物商
⑭ 足利町 伊藤久蔵 茶煙草陶器砂糖商
⑮ 札ノ辻 斉藤吉次郎 時計商
⑯ 札ノ辻 飯島儀平 薬種売薬店
⑰ 札ノ辻 斉藤権平 宿屋兼料理店
⑱ 谷越町 米沢屋安三郎 菓子製造卸小売店
⑲ 谷越町 奈良原金七郎 荒物商
⑳ 谷越町 中丸元平 呉服太物商
㉑ 谷越町 高橋治三郎 牛肉店
㉒ 谷越町 亀屋長十郎 旅人宿
㉓ 谷越町 田村半次郎 茶煙草瀬戸物商
㉔ 谷越町 砂岡九平 呉服太物商
㉕ 谷越町 山口喜七 諸畳表類和洋馬具類万荒物類
㉖ 谷越町 正田直次郎 和洋紙卸小売筆墨硯帳簿類　※
㉗ 谷越町 小林平十郎 荒物肥料衡器商　※
㉘ 谷越町 米沢屋清吉 時計商　※
㉙ 谷越町 橋田福三郎 煙草砂糖卸商
㉚ 谷越町 石島万次郎 銅鉄商
㉛ 谷越町 竹森清吉 薬種売薬店　※
㉜ 谷越町 新井音吉 煙草新聞店
㉝ 谷越町 宮杉利次郎 輸出絹布製造業
㉞ 谷越町 小林彦次郎 下駄商銘茶処
㉟ 谷越町 櫛田弁吉 小間物玩物袋物商
㊱ 谷越町 木島房吉 乾物五十集砂糖商
㊲ 谷越町 東屋松五郎 種物店
㊳ 谷越町 伊藤半蔵 薬種売薬卸小売商
㊴ 谷越町 伊藤清三郎 洋糸機道具下駄商
㊵ 谷越町 小室良七 砂糖鰹節菓子掛物商　※
㊶ 谷越町 臼井伊三郎 肥料衡器
㊷ 谷越町 小室牧三郎 呉服太物商
㊸ 谷越町 町田岩蔵 綿糸陶器店
㊹ 谷越町 和国屋海六 大蒲焼料理店
㊺ 下　町 宮杉祐七 薬種売薬商
㊻ 下　町 小池定吉 乾物五十集生魚商
㊼ 下　町 坂田百次郎 銅鉄類度量器商
㊽ 下　町 大類喜一郎 時計舗
㊾ 下　町 大津喜三郎 呉服太物商
㊿ 下　町 小倉為蔵 料理店
� 下　町 正田夘平 万荒物鼻結類商
� 下　町 宮杉泰治 陶器磁器洋物硝子商
� 下　町 藤野伊三郎 漆器箪笥材木商
� 下　町 福田清作 理髪舗
� 下　町 星野松平 酒類製造商
� 下　町 米沢屋伊左衛門 呉服太物商
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東
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洋糸機道具下駄商

荒物肥料衡器商　※

乾物五十集砂糖商

呉服太物商

輸出絹布製造業 呉服太物商

銅鉄商

万荒物鼻結類商

薬種売薬商

理髪舗

時計舗

砂糖鰹節菓子掛物商　※

時計商　※

種物店

諸畳表類和洋馬具類万荒物類

下駄商銘茶処

旅人宿

綿糸陶器店

薬種売薬店　※

陶器磁器洋物硝子商

乾物五十集生魚商

酒類製造商

呉服太物商

肥料衡器

煙草砂糖卸商

薬種売薬卸小売商

和洋紙卸小売筆墨硯帳簿類　※

小間物玩物袋物商

茶煙草瀬戸物商

大蒲焼料理店

煙草新聞店

漆器箪笥材木商

銅鉄類度量器商

呉服太物商

料理店

Ⓝ鶴
つる
生
う
田
だ
橋
ばし

　城下町の南を流れる鶴生田川に架かる
橋です。江戸時代には板橋でしたが、昭
和２年（1927）に架け直されました。平成
23年（2011）に改修されましたが、親柱
は昭和２年のものが再利用されました。

Ⓜ江戸口御門跡（現館林駅入口交差点）
　館林城の南の出入口に江戸口御門がありました。道路は鍵の
手状でしたが、明治20年（1887）に直線に改修されました。明
治40年（1907）に館林駅ができたことにより、日光脇往還から
館林駅に直進する停車場通りが新設されました。

谷
や
越
ごえ
町
ちょう
（現本町二丁目）

　城下町整備に際して谷越村の住人
をこの地に移住させたことから「谷
越町」と名付けられたといいます。

Ⓙ町
まち
検
けん
断
だん
の門

　江戸時代に館林町の検断（裁判
などをする役人）を務めていた青
山家の門です。市指定重要文化財。

Ⓘ館林町道
どう
路
ろ
元
げん
標
ぴょう

　大辻東南の公園の一
角に大正８年（1919）
の道路元標が残ります。
道路の起点もしくは主
要地点への距離を示す、
昔の標識です。元は大
辻南西にありました。

Ⓖ館林郵便局
　群馬県内で最初に置かれた郵便局の一つです。当
初は台宿町や谷

や

越
ごえ

町
ちょう

などに置かれ、大正11年（1922）
に現在地に移転しました。道路の向かい側には明治
24年（1891）に郵便局となった建物が現存します。

Ⓕ琴
こと
平
ひら
神社

　かつて密蔵院という寺院が別当を務めた（管
理していた）神社です。明治維新後、密蔵院の
境内地を引継ぎ独立しました。もとの社殿は大
正８年（1919）に雲龍寺（館林市下早川田町）の
救現堂として移築されました。

谷
や
越
ごえ
村
むら
（現本町三丁目・四丁目）

　館林駅入口交差点の南側は鶴生田川の低地で下町と呼ばれ、
城下町との高低差は２ｍほどあります。江戸時代、この辺りは
谷越村の範囲に属し、明治期以降は下町通りと呼ばれました。

Ⓛ善
ぜん
導
どう
寺
じ
参道跡

　江戸時代、城下の南西部に
あった善導寺の参道跡です。
善導寺は平成２年（1990）に市
内楠

くすのき

町
ちょう

に移転しました。境内
にあった「竜

たつ

の井
い

」が残ります。

Ⓚ青
あお
梅
うめ
天満宮

　菅原道真が大宰府で楊枝に梅の実を刺
して東西南北に投げ、東に届いた地に青
梅天満宮が建てられたといいます。城下
町をつくる際に館林城大手門付近（現大手
町）から現在地に移転したと伝わります。

H大
おお
辻
つじ

　日光脇往還と東の連
れん

雀
じゃく

町
ちょう

・西の竪
たつ

町
まち

を通る道
が交差するこの場所は、江戸時代には高札場が
立つ「札の辻」で、のちに「大辻」と呼ばれました。

足
あし
利
かが
町
ちょう
（現本町一丁目）

　中世の館林城主長
なが
尾
お
顕
あき
長
なが
が城下町建設のために下

しも
野
つけ
国（栃木

県）足利から技術者を招いて住まわせたことから、「足利町」と
名付けられたといいます。

Ⓔ小柳清水跡
　江戸時代に小柳清水と呼ばれる水路がありまし
た。この水路は天正18年（1590）の「下

しも
野
つけ
絵図」に

も描かれています。現在、道の西側に水路が見える
部分があり、清水の名残が確認できます。




